
補助事業の成果の目標

　（財）日本体育施設協会が定める標準耐用年数を大幅に超え、設置から40
年以上が経過した吊下げバスケットボールゴール装置を更新することによ
り、個人及び団体での利用者の増加及び施設利用における安全性の向上を図
ることを目的とする。

【参考指標】
　〇利用状況　　　　団体利用人数　　　個人利用人数
　　令和３年度　　　　1,896人　　　　　　　　0人
　　令和４年度　　　　2,484人　　　　　　1,612人
　　令和５年度　　　　2,417人　　　　　　2,536人

交付金額

事業費及び交付金額 事 業 費
0 8,580,000

8,000,000 0 8,000,000

8,580,000

補 助 事 業 の 内 容 バスケットボールゴール装置の撤去・新設

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
　瑕疵なく施工完了し安全性が担保されていることを確認後、継続して実施
してきた施設指定管理事業者や利用者への聞き取りにおいて、装置更新によ
る貸出及び利用への安心感および利用における快適性（リモコン操作の導
入、昇降の速さ及び静音等）が向上したとの声が多く寄せられた。
　市として総合的に分析した結果、安全且つ快適に利用できる施設環境が整
備され、市民の健康増進及び地域振興に繋がったものと評価する。
〔地域住民への周知の実施状況〕
　新設後、体育室の壁に交付金を活用して整備した旨の掲示物を設置した。
また、市ホームページへ掲載した。

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和６年度

令和６年度 令和７年度 計令和５年度

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市長

実 施 場 所 立川市泉市民体育館

補 助 事 業 名
横田飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
立川市泉市民体育館バスケットゴール改修工事）整備事業


